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（高さ 10m、発電量 4 kw）が世界初の水力発電である。 このクラックサイドの絵画展示室は、
昼でも薄暗く、招待客に夜でも絵画を閲覧してもらえるように、1 km 離れた川に個人で建設し
て電気を引いたものである。
 我が国では、1888 年（明治 21 年）に宮城紡績会社で自家用水力発電（三居沢発電所）が設
けられたのが記録に残っている。また 1891 年（明治 24 年）には、琵琶湖疏水の落差を利用し
た蹴上水力発電所が設けられた。これは、水力発電施設として世界で３番目であり、一般営業用































 次に、図 2.2 の 2008 年の NEDO「新エネルギー政策」からもわかるように、現在最も先行し
ている太陽光発電やバイオマス発電の発電と設置コストに比べて、風力、水力、火力などの方が
コストパフォーマンスが良いことと、谷本（1）でも論じているように、太陽光発電の初期投資























 World Energy Council 2007 によれば、全世界の理論包蔵水力は約 41,202TWh/y であり、そ
の内、技術的に開発可能な包蔵水力は約 16,500TWh/y である。この技術的に開発可能な包蔵水
力の 30％は、アジア諸国に点在している（図 3.1 参照）。
 また、この技術的に開発可能な包蔵水力（約 16,500TWh/y）は、 2006 年の全世界の電力需
要量（約 19,000TWh）の約 87％に相当し、2007 年度の日本の電力需要量（約 916TWh）の






























































































水の占有の許可（法 23 条）、②土地の占有の許可（法 24 条）、③工作物新築の許可（法 26 条）、






















（法 98）（令 53 ①）




















（法 79 ②四）（令 47）
整備局長
同意付協議
（法 98）（令 53 ③三）
（則 37 の 2）
（知事が）
市長村長意見聴取






















 2010 年現在、全国で小水力特区は 33 地域、特徴的なケースとして、6 市町村と信大工学部
の提携による小水力発電推進の特区申請、岐阜・富山両県が連携し国に対して小水力発電の規制



























■ NEDO 太陽光発電等分散型システム実証研究 （2 カ国、2 地点：カンボジア、ラオス）









 調査対象にした 2 地点（図 4.1 参照）は、1 級河川が存在しない長崎県内の典型的な地域であ























第 7 号、2012 年 3 月
 2）長崎総合科学大学「スマートコミュニティ構想普及支援事業：東長崎エコタウン推進事業 
成果報告書」一般社団法人新エネルギー導入促進協議会、2012 年 3 月
 3）中道隆広「特定微生物を用いた有機性廃棄物の高温可溶化処理による高効率メタン発酵技
術に関する研究」、長崎総合科学大学博士論文、2012 年 3 月




将来展望」第 2 回国際スマートグリッド EXPO での基調講演、2012 年 3 月
 6）古川一夫（NEDO、理事長）「環境未来都市スマートコミュニティの実現に向けて」スマー




事業可能性調査、2011 年 1 月
 9）合田忠弘、諸住哲監修『スマートグリッド教科書』インプレスジャパン、2011 年
10）友高正嗣『スマートコミュニティの実現に向けた取組み －技術開発の成果と今後の展望－』


















3）小水力発電導入手引書 （全 58 頁）財団法人広域関東圏産業活性化センター発行）
  http://www.giac.or.jp/projects/report_pdf/2006_LG00547.pdf






～１万 kW）、ミニ水力（100kW ～ 1,000kW）、マイクロ水力（100kW 以下）という区分があるが、
火力や原子力に比べて発電コストが高く、ある程度大規模なものでなければ採算に合わないと考えられ
てきたため、これまでは小さい発電出力施設はあまり省みられなかった。
